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図1 FRFSE法により肝嚢胞の信号強度が大きくなる理由

FRFSE法はFSE法のacquisitionの後に－90°パルスを印加して残留縦磁化成

分を強制的に回復させるシーケンスである。SPIOにおけるFRFSE法の有用性

をあげる。

FSE法のmediumTEについては良好な腫瘍の検出能が得られるという報告が

ある1）。しかし経験上，腫瘍間で信号強度の差が得られない。これは，fast

SPGR long TEにてlow flip angleを使用した場合も同様である。FRFSE法を用い

ることで肝嚢胞などのT1値の長い腫瘍の縦磁化を強制的に回復させることに

より信号強度が大きくなり（ここがfast SPGR long TEとは違うところ。fast

SPGR long TE ではflip angleを大きくすることで肝嚢胞の信号強度は小さくな

る），腫瘍間の信号強度の差が大きくなる2）（図1）。

①fast SPGR long TEと同意義の画像が得ら
れる

②呼吸停止不良の症例でも使用できる
③肝硬変症例にも良好な陰性造影効果が得られる
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SPIOにおけるFRFSEシーケンスの有用性

●fast SPGR long TEと同意義の画像が得られる

●mediumTEを用いることで肝と腫瘍のコン
トラストが向上

●FRFSEにて充実性肝腫瘍と肝嚢胞の鑑別が
可能
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b FRFSE medium TEa FSE medium TE
FSE法では嚢胞のようなT1値の長いものの縦磁化は完全に回
復できない!!

FRFSE法にて残留縦磁化成分を強制的に回復させることによ
り，嚢胞の縦磁化を大きくし，信号強度を上昇させる!!
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Ⅶ-2 FRFSEシーケンスとSPIO

●呼吸停止不良の症例でも使用できる

FRFSE法は呼吸同期併用が可能なので，呼吸停止不良の症例でも良好な画

像が得られる。

●肝硬変症例にも良好な陰性造影効果が得られる

「SPIO」の項（315ページ）でも述べられているが，肝硬変症例ではT2*強調画

像（gradient echo系シーケンス）よりT2強調画像（spin echo系シーケンス）のほう

が安定した造影効果が得られる（図2）。

図2 肝硬変（82歳，女性）

a SPIO造影後T2*強調画像 b SPIO造影後FRFSE法TE=50msec 画像

図3 転移性肝癌（ ）・肝嚢胞（ ）（75歳，男性）

a SPIO造影後FSE法TE=50 msec 画像 b SPIO造影後FRFSE法TE=50 msec 画像

c SPIO造影後T2強調画像 d SPIO造影後T2*強調画像
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